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Abstract: 3/11/2011 East Japan earthquake has increased the importance of reliability design for the facility, said. Optimal 
installation of reserve facility, including redundancy given and difficult challenges. Want to describe in a dogmatic point of 
view to design facilities for disaster prevention broadcasting telecommunications facilities in this paper, based on my 
experience. The thought portion becomes reference very much a part of it and think that I would appreciate the many 
opinions. The paper will be writing to the Broadcasting magazine series as from 2014, may.  
Key word: broadcasting facilities, reliability, redundancy, disaster prevention, earthquake, torrential rains. 
 
１．まえがき 

















記憶に新しい 2011 年 3 月 11 日、14 時 46 分に起きた
東日本大震災がある。テロでは 1995 年 3月 20日の地
































・第 104 条 予備機器等 
・第 105 条 故障検出 
・第 106 条 試験機器及び応急復旧機材の配備 
・第 107 条 耐震対策 
・第 108 条 機能確認 
・第 109 条 停電対策 
・第 110 条 送信空中線に起因する誘導対策 
・第 111 条 防火対策 
・第 112 条 屋外設備 
・第 113 条 放送設備を収容する建築物 
・第 114 条 耐雷対策 




・第 116 条 中波放送 
・第 117 条 短波放送 
・第 118 条 超短波放送（コミュニティ放送を除く） 
・第 119 条 コミュニティ放送 
・第 120 条 地上デジタルテレビ放送 
・第 122 条 衛星基幹放送 

























 私が放送局に入って最初に見たのが 9T38 という三















































             図１ 大電力真空管送信機とデジタル処理型送信機との比較  
 





















 中波のデジタル処理型送信機は、固体化 PA を数百
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理という。図 6 は、リスクにおける 4態を描いてみた
ものである。一般的に、リスク＝発生確率×被害規模
というかたちで表現される。また、リスク＝




表１に、図 6の各象限を解説した。        
 
 表１ 設備障害の発生確率とリスク評価 
領域                 領域内容 
 Ａ 顕在化した場合の被害規模も大きく、発生確率も大きいリスク 
事例：雷、地震、津波、台風、など自然災害 
対策例：耐雷、耐震、加重耐力の強化、設備のサイトダイバー化 
 Ｂ 発生確率は小さいが、顕在化した場合の被害規模が大きい領域 
事例：大規模地震、台風、自然災害、火災、人為的災害（テロ） 
対策例：耐雷、耐震、風力耐力の強化、定期点検、警備強化 




 Ｄ システムとしてそのリスクを許容しても良い領域・・・ 
事例：原因不明アラーム、誤報 
対策例：自家発の待機運転、アラーム収集・分析、形骸化排除活動、技術者の育成継続 
設備の設計や運用管理に対して、どのようなことを想
定して実機に反映させるかは難しい。雷対策をどこま
で実施するか、あえて障害の弱点部分を設けて、その
劣化箇所を早期に復帰させる方法もある。軽微な障害
やアラームの発生は、人間系を煩わしくさせるが運用
の形骸化は排除すべきである。 
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